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グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
は
何
か

　
2
0
1
5
年
夏
、
わ
が
国
の
政
府
計
画

で
あ
る
国
土
形
成
計
画
、
社
会
資
本
整
備

重
点
計
画
に
お
い
て
、
初
め
て
「
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
の
計
画
は
、
国
土
交
通
省
に

よ
り
作
成
さ
れ
、
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
文
書
で
あ
り
、
わ
が
国
の
国
土

管
理
、社
会
資
本
整
備
の
方
針
と
し
て「
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」
が
正
式
に
取
り
入
れ

ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
（G

reen Infrastructure:

グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
）
と
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
定
義
が
な
さ
れ
る
が
、
自
然

の
力
や
仕
組
み
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
施

設
、
土
地
利
用
・
管
理
の
在
り
方
を
指
す

幅
広
い
政
策
概
念
と
し
て
捉
え
る
と
理
解

さ
れ
や
す
い
。
こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
例
と
し
て
は
、
濾ろ

か過
、

浸
透
機
能
を
備
え
た
緑
溝
や
屋
上
緑
化
、

遊
水
機
能
を
持
つ
農
地
や
林
地
、
災
害
の

緩
衝
機
能
の
高
い
海
岸
林
や
都
市
緑
地
、

景
観
の
優
れ
た
街
路
樹
や
植
生
帯
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
用
い
ら
れ
る
自
然
保
護

区
、
統
合
的
な
地
域
の
土
地
利
用
計
画
等
、

多
様
な
公
益
的
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
イ
ン

フ
ラ
、
土
地
利
用
に
関
す
る
事
業
が
当
て

は
ま
る
。

　
欧
州
に
お
い
て
は
、
13
年
5
月
に
欧
州

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
戦
略
を
策
定
し
て
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
新
た
な
政
策
概
念
と

し
て
掲
げ
る
こ
と
で
、
多
様
な
分
野
の
連

携
に
向
け
た
議
論
を
誘
発
し
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
費
用
対
効
果

の
高
い
事
業
の
導
入
に
成
功
し
つ
つ
あ
る
。

さ
ら
に
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
は
、
気
候

変
動
や
生
物
多
様
性
等
、
国
際
的
な
地
球

環
境
問
題
に
お
け
る
有
効
な
解
決
方
策
と

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
先
進
国
だ
け
で

な
く
発
展
途
上
国
の
政
策
文
脈
か
ら
支
持

さ
れ
て
お
り
、
国
際
社
会
に
お
い
て
は
大

き
な
ト
レ
ン
ド
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
社

会
資
本
整
備
や
国
土
管
理
分
野
に
お
け
る

行
政
計
画
に
お
い
て
明
記
さ
れ
、
学
術
界
、

民
間
企
業
か
ら
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。
学
術
分
野
に
お
い
て
は
、
14
年
に

日
本
学
術
会
議
か
ら
「
生
態
系
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
」
の
提
言
が
な
さ
れ
、

「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」で
地
方
創
生

自
然
の
力
活
用
し
整
備
、経
済
効
果
も

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
&
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
営
企
画
部
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
研
究
セ
ン
タ
ー 

副
主
任
研
究
員

西
田
貴
明

日本再生への道� 連 載

　
昨
年
、
自
然
の
機
能
を
活
用
す
る
社
会
資
本
整
備
、
国
土
管
理
を
意
味
す
る
「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」
と
い
う
政
策
概

念
が
わ
が
国
の
閣
議
決
定
文
書
に
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
、
自
然
の
機
能
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
機
運
が
高
ま
っ

て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
は
、
環
境
保
全
だ
け
で
な
く
、
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
策
や
地
域
の
経
済
振
興
策
と
し

て
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
産
学
官
の
多
様
な
分
野
に
お
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

に
よ
る
経
済
的
な
効
果
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る
活
用
可
能
性
を
考
え
た
い
。

に
し
だ
・
た
か
あ
き
　
京
大
院
理
学

研
究
科
修
了
後
、三
菱
U
F
J
リ
サ

ー
チ
&
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
入
社
。

入
社
以
来
、自
然
環
境
保
全
分
野
に

お
い
て
、特
に
生
物
多
様
性
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
に
向
け
た
施
策
に

関
す
る
調
査
研
究
に
従
事
。15
年
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
研
究
セ
ン
タ
ー
の

立
ち
上
げ
に
伴
い
、同
セ
ン
タ
ー
に

参
画
。徳
島
大
環
境
防
災
研
究
セ
ン

タ
ー
客
員
准
教
授
。博
士（
理
学
）。
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15
年
か
ら
は
環
境
省
が
主
導
し
た
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
に
お
け
る
課
題
解
決

に
特
化
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
、
地
域
施
策
や
事
業
に
お
け
る
グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
に
向
け
た
評
価
手

法
、
運
用
手
法
等
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
民
間
企
業
や
関
係
業
界
に

お
い
て
も
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
関
す

る
研
究
会
等
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
、
15
年

12
月
に
は
、
国
土
強き

ょ
う
じ
ん靭

化
を
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
で
推
進
す
る
た
め
の
産
学
官
連

携
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
推
進
協
議
会
　
グ
リ
ー
ン

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
W
G
）
が
立
ち
上
が
り
、

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
地
域
振

興
、
事
業
構
築
に
向
け
た
議
論
が
盛
り
上

が
り
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
へ
の

期
待
の
高
ま
り
は
、
環
境
保
全
へ
の
社
会

的
な
関
心
の
高
ま
り
だ
け
で
な
く
、
人
口

減
少
に
伴
う
土
地
利
用
・
管
理
の
水
準
の

低
下
、
大
規
模
災
害
リ
ス
ク
の
深
刻
化
等
、

わ
が
国
が
抱
え
る
大
き
な
社
会
課
題
へ
の

解
決
策
と
の
親
和
性
も
高
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

は
、
環
境
政
策
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の

概
念
の
中
に
環
境
保
全
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
に
お
け
る
経
済
的
な
効
果
の
発
揮

を
目
指
し
た
考
え
方
で
あ
り
、
環
境
や
土

木
分
野
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
主
体
が
注

目
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
の
中
か
ら

経
済
的
な
効
果
に
注
目
し
、
わ
が
国
に
お

け
る
活
用
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。経

済
効
果

　
諸
外
国
に
お
い
て
も
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
の
経
済
的
な
効
果
は
、
そ
れ
を
推
進

す
る
大
き
な
原
動
力
に
な
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
調
査
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
か
ら

経
済
的
な
効
果
の
発
現
プ
ロ
セ
ス
を
整
理

す
る
と
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資

は
、
都
市
や
地
域
の
自
然
環
境
の
向
上
が

も
た
ら
さ
れ
る
結
果
①
生
活
環
境
・
維
持

管
理
コ
ス
ト
の
低
減
②
地
域
の
付
加
価
値

の
創
出
③
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
雇
用
の
創

出
─
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
へ

の
経
済
的
な
効
果
が
生
み
出
さ
れ
る
。
①

生
活
環
境
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
と
は
、
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
関
わ
る
コ
ス
ト
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
健
康
等
を
維
持

す
る
コ
ス
ト
も
含
ま
れ
る
。
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
は
、
自
然
の
仕
組
み
や
機
能
を
活

用
す
る
こ
と
か
ら
、
人
工
的
な
構
造
物
に

お
け
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
が
省
け
る

た
め
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
維

持
管
理
の
コ
ス
ト
が
小
さ
く
な
る
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
活

用
し
た
良
好
な
自
然
環
境
は
、
清
掃
や
生

活
環
境
の
維
持
に
関
す
る
コ
ス
ト
を
下
げ
、

地
域
住
民
の
健
康
改
善
を
促
し
医
療
費
の

削
減
に
も
つ
な
が
り
得
る
。
ま
た
②
地
域

の
付
加
価
値
の
創
出
と
し
て
は
、
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
地
域
に
お
い

て
は
、
都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、
生
産

さ
れ
る
農
作
物
等
の
プ
レ
ミ
ア
ム
価
値
の

付
加
、
さ
ら
に
は
地
価
の
上
昇
が
期
待
さ

れ
る
。
そ
し
て
③
新
た
な
雇
用
・
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
と
し
て
は
、
生
態
系
や
み
ど
り

を
管
理
す
る
専
門
的
人
材
の
雇
用
が
増
え

る
だ
け
で
な
く
、
生
活
環
境
の
優
れ
た
地

域
や
都
市
で
は
、
新
た
な
事
業
を
創
造
す

る
環
境
と
し
て
好
ま
れ
る
た
め
、
優
良
企

業
の
誘
致
が
容
易
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
経
済

的
な
効
果
に
つ
い
て
は
、
定
量
的
な
評
価

が
容
易
で
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
国

内
外
の
主
な
事
例
か
ら
検
証
を
進
め
て
み

た
い
。
ま
ず
次
ペ
ー
ジ
の
図
表
は
、
グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
経
済
的
な
効
果
が
調
査

研
究
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、
前
記
の
経
済

的
な
効
果
の
区
分
ご
と
に
整
理
を
試
み
た
。

　
図
表
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
事
例
を

見
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
取
組
に

お
い
て
、
経
済
的
な
効
果
が
表
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
著
者

が
訪
問
し
た
幾
つ
か
の
事
例
に
お
い
て
も

う
少
し
詳
し
く
触
れ
て
み
た
い
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
市
で
は
、
市
域
の
生

物
多
様
性
保
全
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
事
業
に
着
手
し
、

セ
ー
ヌ
川
に
お
け
る
河
川
浄
化
の
た
め
の

河
岸
の
植
生
帯
の
整
備
や
、
市
内
の
廃
線

の
再
利
用
に
お
け
る
緑
地
の
整
備
等
を
行

っ
て
い
る
。
廃
線
の
再
利
用
に
よ
る
緑
地

の
整
備
は
、
地
域
の
景
観
向
上
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
形
成
と
共
に
、
非
常

時
の
物
資
輸
送
用
線
路
と
し
て
利
用
さ
れ

得
る
も
の
で
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
パ
リ
市
の
担
当
者

に
よ
れ
ば
、
廃
線
の
緑
地
と
し
て
の
再
利

用
は
、
周
辺
地
域
の
生
活
空
間
と
し
て
の

質
の
向
上
に
伴
い
、
整
備
前
に
比
べ
て
入

居
率
が
増
加
し
、
廃
線
に
な
さ
れ
て
い
た

不
法
投
棄
等
も
減
少
し
、
管
理
コ
ス
ト
も

下
が
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
時
点
で

は
、
パ
リ
市
内
に
残
さ
れ
て
い
る
廃
線
の

う
ち
、
再
生
さ
れ
た
割
合
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
が
、
徐
々
に
再
生
緑
地
を
増
加
さ

せ
、
将
来
的
に
は
、
パ
リ
全
体
の
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
計

画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ペ
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イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い
て
は
、
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
戦
略
（Barcelona 

green

 in
frastru

ctu
re an

d 

biodiversity plan 2020

）
が
策
定
さ

れ
て
お
り
、
行
政
計
画
に
基
づ
い
た
グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

本
計
画
に
お
い
て
は
、
市
内
の
自
然
の
恵

み
で
あ
る
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
（
公
益
的
機

能
、
多
面
的
機
能
）
の
評
価
を
行
っ
た
上

で
、
大
規
模
な
街
路
樹
、
植
生
帯
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
課
題

は
、
夏
季
に
高
温
に
な
り
や
す
い
こ
と
で

あ
り
、
市
民
や
観
光
客
の
熱
射
病
の
発
生

を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
の
導
入
経
緯
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
の
名
称
を
冠
し
た
地
域
計
画
は
、
欧

米
で
も
数
少
な
い
が
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
で
社
会
資

本
整
備
と
環
境
部
門
が
密
接
に
連
携
し
、

大
規
模
な
み
ど
り
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
推

進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
街
路

樹
の
整
備
と
共
に
、
60
以
上
の
環
境
教
育

や
普
及
啓
発
の
イ

ベ
ン
ト
も
計
画
し
、

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
の
効
果
的
な
活

用
に
向
け
た
市
民

の
意
識
啓
発
も
実

施
し
て
い
る
。
現

時
点
で
は
、
植
栽

の
規
模
が
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
な
い
た

め
、
顕
著
な
経
済

効
果
は
見
ら
れ
て

い
な
い
が
、
気
候

変
動
の
影
響
の
適

応
策
と
し
て
も
、

観
光
産
業
の
振
興

策
と
し
て
も
グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
フ

ラ
ン
ス
の
ナ
ン
ト
市
は
、
比
較
的
古
く
か

ら
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
施
策
を
展
開
し
、

欧
州
委
員
会
の
表
彰
制
度
で
あ
る

「European G
reen Capital Aw

ard 

2013

」
を
受
賞
し
た
環
境
先
進
都
市
で

あ
る
。
ナ
ン
ト
市
は
、
か
つ
て
造
船
業
で

栄
え
て
い
た
が
、
国
全
体
の
産
業
構
造
の

変
化
に
伴
い
衰
退
が
進
ん
で
い
た
都
市
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
1
9
8
0
年
代
以
降
、

未
利
用
地
の
再
開
発
に
お
い
て
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
の
要
素
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
整
備
を
行
い
、
欧
州
で
は
初
め
て
ト
ラ

ム
を
再
生
し
、
緑
道
を
備
え
た
自
転
車
専

用
道
路
も
整
備
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ハ

ー
ド
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
環
境
保
全
や

緑
化
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
実
施
し
て
お
り
、

近
年
は
、
緑
地
関
連
だ
け
で
年
間
1
0
0

回
を
超
え
る
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
の
両
面
の
事
業
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
市
内
全
体

で
広
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
住
み
た
い
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
の

上
位
に
毎
年
入
り
、
多
く
の
高
度
な
技
術

産
業
の
誘
致
に
成
功
し
、
極
め
て
魅
力
の

高
い
都
市
に
な
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
海
外
だ
け
で
な
く
、
国
内
で
も
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
の
経
済
的
な
効
果
は
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
福
岡
県
福
津
市
の
上

西
郷
川
で
は
、
人
工
構
造
物
中
心
の
河
川

か
ら
多
自
然
の
川
づ
く
り
を
行
っ
た
グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
事
例
が
あ
る
。
洪
水
が

頻
発
し
て
い
た
上
西
郷
川
に
お
い
て
、
川

幅
を
広
く
と
り
、
計
画
的
に
流
路
に
構
造

物
を
入
れ
る
こ
と
で
、
河
川
の
は
ん
ら
ん

を
抑
え
つ
つ
、
極
め
て
良
好
な
自
然
再
生

を
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
周

辺
地
域
の
間
伐
材
を
用
い
る
こ
と
で
地
域

経
済
に
貢
献
す
る
と
共
に
、
生
活
環
境
の

向
上
に
よ
り
周
辺
宅
地
の
販
売
が
好
調
で

あ
り
、
地
域
の
経
済
に
も
好
影
響
が
波
及

し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
上
西
郷
川

の
改
修
に
お
い
て
は
、
計
画
の
初
期
か
ら

地
域
住
民
が
参
画
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
河
川
整

備
と
な
っ
て
お
り
、
完
成
後
の
河
川
の
維

持
管
理
に
も
地
域
住
民
か
ら
の
積
極
的
な

協
力
が
得
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
兵
庫
県

豊
岡
市
の
円
山
川
で
は
、
治
水
対
策
と
共

に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
環
境
を
整
え
る

湿
地
の
再
生
を
行
っ
た
事
例
が
あ
る
。
こ

の
事
例
で
は
、
円
山
川
の
自
然
再
生
と
共

に
、
周
辺
の
水
田
で
も
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生

息
し
や
す
い
生
産
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
育
む
コ
メ
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
、
地
域
に
大
き
な

経
済
効
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

都市･地域名 GIの取組 経済的な効果

パリ市
（フランス）

廃線の緑の遊歩道への再生 √  植栽の管理者の雇用
√  住宅地の家賃・地価の上昇

バルセロナ市
（スペイン）

街路樹・植生帯の整備 √ 外国人観光客、来訪者の増加
√  熱射病等の医療費の削減

ナント市
（フランス）

街路樹・植生帯の整備
多機能型の公園整備

√  環境先進企業の誘致
√  住宅地の家賃・地価の上昇

ニューヨーク市
（アメリカ）

旧道路の公園の整備 √  優良企業の誘致
√  周辺地価の上昇

ポートランド市
（アメリカ）

透水性の植生帯の整備
下水道の整備

√ 周辺地価の上昇
√  維持管理コストの低減

マルメ市
（スウェーデン）

洪水調整池の整備
屋上緑化、道路緑化の整備

√  失業者数の減少
√  住宅地の家賃・地価の上昇

ソウル市
（韓国）

洪水調整の河川整備
人工湿地、緑地の整備

√  周辺地域の労働者の増加
√  外国人観光客の増加

兵庫県豊岡市
（日本）

洪水調整の河川整備
人工湿地の整備

√  農作物のブランド化
√  観光客の増加

福岡県福津市
（日本）

多自然川づくり
洪水調整の湿地、緑地整備

√  周辺住宅地の入居率の上昇
√  維持管理コストの低減

（出所）筆者作成

〈図表〉主なグリーンインフラ事例における経済的な効果
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経
済
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
方
策

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
利
用

に
お
い
て
、
地
域
に
合
わ
せ
た
特
徴
的
な

取
組
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
単
な
る
緑
地

化
や
自
然
環
境
保
全
で
は
な
く
、
地
域
社

会
に
お
け
る
経
済
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

経
済
的
な
効
果
を
得
る
た
め
の
方
策
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
経
済
的
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
事
例

や
、
欧
州
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
よ
る

地
域
開
発
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
多
様

な
主
体
、
専
門
領
域
の
連
携
が
重
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
空
間
的

な
土
地
利
用
の
状
況
か
ら
見
れ
ば
、
グ
リ

ー
イ
ン
フ
ラ
の
経
済
的
な
効
果
は
、
森
林
、

緑
地
、
農
地
、
公
園
、
住
宅
地
等
、
単
一

の
土
地
利
用
形
態
だ
け
で
発
揮
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て

も
、
河
川
と
公
園
、
農
地
な
ど
、
異
な
る

空
間
に
お
け
る
連
続
し
た
取
組
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
土

地
利
用
の
所
有
や
管
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
主
体
が
担
っ
て
い
る
が
、
統
合
的
な

土
地
利
用
の
推
進
に
向
け
た
連
携
が
必
要

と
な
る
。
さ
ら
に
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

は
、
自
然
環
境
の
機
能
と
仕
組
み
を
活
用

す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
自
然

環
境
の
効
果
的
な
活
用
に
お
い
て
は
、
生

態
系
の
成
立
基
盤
や
動
的
な
変
化
、
さ
ら

に
生
態
系
を
構
成
す
る
動
物
、
植
物
等
の

生
物
の
動
態
を
捉
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
生
態
系
の
成
立
基
盤
と
な

る
空
間
や
時
間
的
ス
ケ
ー
ル
は
、
行
政
や

企
業
の
経
営
の
基
本
的
単
位
と
は
異
な
る

こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
生
態
系
の
機
能

を
発
揮
さ
せ
る
観
点
か
ら
は
、
空
間
と
し

て
流
域
を
単
位
と
し
て
捉
え
る
べ
き
場
合

が
多
い
。
し
か
し
、
流
域
に
お
い
て
は
、

多
く
の
場
合
、
複
数
の
地
方
自
治
体
が
含

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
態
系
の
機
能
を
効

果
的
に
引
き
出
す
た
め
、
隣
接
し
た
地
方

自
治
体
間
の
連
携
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
の
計
画
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
地

域
の
現
場
に
お
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
を
推
進
す
る
上
で
は
、
技
術
的
な
課

題
も
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
は
、
土

木
、
建
築
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
保
全
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
初
め
て
経
済
的
な
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
単
一
機
能
の
発
揮

に
集
中
さ
せ
た
学
問
分
野
、
専
門
領
域
の

深
化
だ
け
で
な
く
、
各
分
野
の
専
門
的
知

見
や
技
術
の
統
合
と
い
っ
た
視
点
も
重
視

さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
経
済

的
な
効
果
を
得
る
た
め
に
は
、
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
コ
ス
ト
削
減
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
よ
る
地
域
経
済
の
結
び
付
け
が
最
も

重
要
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
よ

る
整
備
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
は
、

既
存
の
事
例
で
も
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
小
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
の
統
合
化
に

よ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
雨
水
管
理

に
お
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
小
規
模
な

雨
庭
（
レ
イ
ン
ガ
ー
デ
ン
）
の
導
入
が
大

規
模
な
雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
に
比
べ
、

維
持
管
理
コ
ス
ト
が
小
さ
い
と
い
う
報
告

も
あ
る
。
小
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
の
統
合
的

管
理
に
お
い
て
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

民
間
の
取
組
を
推
進
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る

地
域
経
済
の
結
び
付
け
に
つ
い
て
は
、
ハ

ー
ド
整
備
と
共
に
、
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
す

る
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。

前
記
の
ナ
ン
ト
市
の
事
例
に
あ
る
よ
う
に
、

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
合
わ
せ
た
観
光
や
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
等
、
イ
ン
フ
ラ

の
持
つ
機
能
を
経
済
活
動
に
結
び
付
け
る

仕
掛
け
が
重
要
で
あ
る
。
従
来
、
環
境
分

野
に
お
け
る
ソ
フ
ト
面
の
取
組
と
し
て
、

保
全
団
体
や
研
究
機
関
等
と
連
携
し
た
環

境
教
育
や
保
全
活
動
等
の
環
境
に
配
慮
す

る
取
組
の
普
及
啓
発
が
中
心
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
経
済
的

な
効
果
の
発
現
に
向
け
て
、
観
光
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
、
こ
れ
ま
で
よ
り
幅
広

い
層
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
取
組
が
求
め

ら
れ
、
食
品
産
業
、
農
林
水
産
業
、
お
よ

び
生
産
者
等
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
幅
広
い

主
体
と
の
連
携
が
必
要
と
な
る
。

今
後
の
期
待
と
見
通
し

　
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
経
済
的
な
効
果

を
発
揮
さ
せ
る
多
様
な
主
体
間
の
連
携
の

重
要
性
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
、
特
に
欧

州
に
お
い
て
は
特
に
認
識
さ
れ
て
お
り
、

連
携
推
進
に
向
け
た
施
策
の
展
開
が
始
ま

っ
て
い
る
。
欧
州
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

欧
州
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
戦
略
の
策
定

後
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
基
本
的
な
考

え
方
を
整
理
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
13
年

以
降
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
各
国
、
各
都
市
の
関

係
者
間
の
共
通
認
識
を
醸
成
し
つ
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
15
年
に
は
、
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
事
業
も
対
象
と
な

る
投
資
枠
組
み
を
構
築
し
、
地
域
に
お
け

る
事
業
の
支
援
を
試
行
的
に
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
欧
州
委
員
会
の
イ
ニ
シ
ア
チ
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ブ
に
よ
り
、
欧
州
の
各
地
域
に
お
い
て
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
用
い
た
地
域
社
会
、

経
済
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
、
欧
州
に
お
い
て
は
社
会
的
課
題
の
重

要
な
解
決
方
策
の
一
つ
と
捉
え
ら
れ
つ
つ

あ
る
。
一
方
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

昨
年
に
政
府
と
し
て
初
め
て
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
現
時
点
で
は
事
業
へ
の
展
開
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
政
府
、

学
術
界
、
民
間
、
N
G
O
等
の
各
主
体
に

お
い
て
、
わ
が
国
の
社
会
的
課
題
を
解
決

す
る
手
法
、
政
策
概
念
と
し
て
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
の
活
用
可
能
性
に
つ
い
て
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
15

年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
産
学
官
連
携
に
よ

る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
推
進
協
議
会

主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
も
、
グ

リ
ー
ン
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
に
対
す
る
各
主
体
か
ら
の
期
待
の
声

が
上
が
っ
て
お
り
、
今
後
の
わ
が
国
の
国

土
強
靭
化
や
地
方
創
生
の
推
進
に
お
い
て

極
め
て
重
要
な
政
策
ツ
ー
ル
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
今
後
、
産
学
官
の
本
格
的
な

連
携
に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
通

じ
た
社
会
の
新
し
い
価
値
の
創
出
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。


